
向きを交互に変えて
取り付けると強度が増します。

2 フラットバーにリングを取付け、前・中・後用のフラットバーを　のボルトナットで継ぐ

4ケ所

4ケ所 前用2枚

後用2枚

前用2枚
中用2枚
後用2枚

広い

狭い

ドライバー等で
リングを取付ける

クイ穴 クイ穴

3 フラットバーをベースアングルの内側に取付け、クイ穴に鉄筋クイを仮止めする。

※コンクリート地面
の場合は、上図規格
のオールアンカーを
お買求めの上各々止
めてください。

16個
60mm

12mm

　前・後・中用のフラットバーを　のボルトナットでベースアングルにしっかり止める。
　を●印（クイ穴）に仮止めする。

フラットバーは、
内側で止める。

前側は狭い

※鉄筋クイは、組み立て手順□金具取付けの為仮止めにする。
※四隅を直角にする。

注 意

（16本）
広い

前

後

11

1 ベース用アングルの組み立て　ボルトナットでしっかり止める

※下図の様に　　（各2枚）を　　（各1枚）で継ぎ、　のボルトナットでしっかり止める。

完成図

W778M SOR 型 組立説明書
※組み立て前に必ず、安全上のご注意（別紙)をお読み下さい。

 

※ダンボールケースの上ぶたにメジャーが印刷してありますので御使用下さい。

4 横通しパイプを準備する（3組） 5 ベースに脚パイプを差し込む。　（14本）

全ての脚パイプをしっかり
差し込む。

脚パイプ

脚パイプ

②

① ①

①

6 アーチ用パイプを組み、脚パイプに差し込む。  （7組）

しっかり奥まで
差し込む

※継ぎ目をしっかり差し込み、中心を抜けない程度につぶす。（3組・6ケ所）
　その時、下に固いものを敷く。

※組立手順　　 パイプ取付けの為、80cm間隔にマジック等で印を付ける。

と　を継ぎ、　に差し込む。

2ケ所均等につぶす

対角線上平均につぶす

パイプに、張りがある為
内側へ引き寄せながら
作業して下さい

（3組）

7

（3組）

外ジョイント

7 4で準備した横通しパイプを取付ける（内側に取付ける）

①
脚パイプ

アーチパイプアーチパイプ

脚パイプ

天井5箇所

天井前後2箇所

左右中12箇所
（パイプ継ぎ目）

前後左右4箇所
（両端）

印と曲がりの中心を合わせる

約5mm出す。
○4

○6

○5

○3

　の短いボルトナット
でしっかり止める

7

7

7
77

2

ー83〞ー ー80〞ー ー80〞ー ー80〞ー ー80〞ー ー83〞ー

アングルベース、フラット
バーが浮く程度クイを打ち
込んでおく

0908

外側から見た図

○6
向きを交互に変えて取り付けると強度が増します。

○21

○22

○24

○23

○21

○22

○21 ○22 ○23 ○24 ○12

○21 ○24 ○22

○25 ○25 ○25

○25

○21 ○24 ○22

○22 ○23 ○21

○12

○12○25
○20

○20

○19 ○18 ○18
○18 ○18 ○19

○25
○25
○25

【注】　　は、各　　 の上になる様にする。○23 ○24 ○21 ○22

リングを差し込む○13



のRバンドを20cm位にカットして、
ハトメとパイプを結ぶ。

8  前幕を張る．

後前 天幕

リングロープ

ハトメ

天幕

リング ロープ

ハトメ

９ 後幕を張る 10 天幕を広げ、向きを確認して骨組みにかぶせる。

11 前後のかぶりを決めて、後を仮止めする

後の方をリングに仮止めする。
かぶり
約10cm

かぶり
約25cm

ファスナーより左右5個通す。

パイプと結び止める
開けた状態     を左右横通しパイプの

上に取り付ける。

イメージ

B778M
  SORハトメの位置が下図（○の〈正解〉）の様になっている事を必ず確認して、

骨組みにかぶせて下さい。
ハトメの位置を間違って骨組みにかぶせると天幕は張れません。

後

ハトメ

絞りロープ

前

〈正解〉
前から見て
ハトメが左右にある。

前

前
ハトメ

上部のハトメに    を通して、残りの
ハトメはパイプに    で結び止めて下
さい。

2

2

1

のRバンドを約30cmに数本カットして、
　を結び止める。

25刻印

19刻印

蝶ネジは、内側へ。

カブリの下端より約7の
位置に左右　  で取り付ける。

約7

○10

レールパイプ レールパイプ

ツカパイプ

ネジをゆるめる

蝶ネジをしっかり
締める

蝶ネジのある方が車庫内側になります。

アーチパイプの

ユニバーサルで止める。

ニュー
ユニバーサル
（φ22）

ユニバーサルで
ツカパイプを止める。

ボルトが車庫の内側
になるように！

○9 ○8

プライヤーで広げて入れ、締める。

後

ハトメとフラットバーを
Ｒバンドで結び止める

Tバンドの中心をレールパイプの
継ぎ目に合わせる。

12 天幕を絞り、張る。

天幕取付け金具を天幕のハトメ位置に
合う様に差し込み、Rバンドを30cm位に
カットして全ての天幕ハトメと金具を
しっかり結び止める。

 

最後に仮止めしていた鉄筋クイを最後
までしっかり打込む。

カット図

絞る仮止め

前後のかぶり・左右すき間を確認しながら

1 片方のリングからロープを外し、ロープを引き上げる。
2 ロープを引き上げたまま、足を上下に動かしてロープを踏み込み絞る。
3 ピーンとロープを張ったら、しっかりリング杭に結び止める。
4 片方の仮止めをしっかり止め直す。
5 反対側（前をしたら後）も同じ要領でする。

絞りしわを、
○印の位置にまとめる。

1 2

3

4
5

反対側も
同様に！

しっかり結び止める。

※車庫に前幕・後幕・天幕を張ったとき
　下部に隙間があきますが下記理由によ
　りあらかじめ隙間があくよう設計され
　ています。
　車庫内の換気をよくする。
　●車の排気ガス換気のため。
　●車庫内の温度上昇防止。

注意 すきま

天幕取り付け金具に天幕バタツキ
を抑えるRバンドを結び付ける。（反対側も同様に！）

パイプ

反対側

Rバンド

アングル
ベース

●天幕のバタツキ防止の為、図の
　ようにパイプとパイプの間を
　Ｒバンドでしっかり結び止めて
　天幕をおさえてください。　
※天幕取り付け金具の位置がパイプ
　とパイプのちょうど中間には取り
　付けできない所があります。


